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Fig．9　Tilne　course　of　decrea3e　of　potassium　contracture　tension　in　whole
　　　sartorius　muscle　immersed　in　Ringer　solution　with　antibiotics（penicillin
　　　50U／mZ　alld　streptomycin　10μg／mZ）．
　　　Vertical　bar　of　each　point　is　mean±S．E．　The　number　Qf　experiments
　　　performed　is　given　in　parentheses．
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Fig．　10　　　Changes　of　cafEeine　contracture　in
　　sartorius　muscle　at　various　ti皿e　after　immer－
　　sion　in　Ringer　solution　with　antibiotics
　　（penicillin　50　U／lnZ　and　streptomycin　10μg／
　　mの，Cafleine　contractures　were　induced　by
　　7mM　caHeine．
　　A：control　contracture　which　was　recorded
　　lhour　after　immersion　in　Ringer　solution
　　with　alltibiotics．　B　alld　C　l　contractures　re－
　　corded　24　hours（B）and　48　hours（C）after
　　ilnmersion　in　Ringer　solution　with　anti－
　　biotiCS．
contro1のそれの10傷以下に抑制された残生24時間後で
も，ca任eine拘縮はcontrolのそれとほぼ同様に起こり，
resting　Potentialならびにaction　potentialもcontroI
のそれらとはほとんど変化なかった事実は，Kiku－iril）の
成績とほぼ一致する．前述のようにKiku－iri1）の実験は，
われわれの実験より数度低い液温下に行なわれたことを考
慮すると，この成績の一致はKiku－iri1）の場合低温により
細菌の繁殖が比較的少なかったことによると考えられる．
　残生筋におけるK：拘縮のpeak　tensi・nの抑制のti皿e
courseは，比較的抑制の程度が軽度に起こる相と，これ
に続く抑制が比較的速やかに進行する相との2相が認めら
れた（Fig．9）．この点はKosaka　8孟α乙2）が報告している
外液Ca除去下のsingle　twitch飾erのK拘縮の抑制
のそれに良く似ている．しかし，whole　sartorius　muscle
におけるK拘縮のpeak　tensionの抑制は，収縮に寄与
する丘berの数の減少によっても十分に説明し得る．この
点を考慮すると，whole　sartorius　muscleにおける成績
とsingle飾erの成績を単純に比較することはできない
と思われる．従って，Ringer液下に残生させたwhole
sartorius　muscleにおいて認められたE－C　couplingの
dissociationがKosaka　8彦α♂．2）のCa除去下のme－
chanical　inactivationの進行によるE－C　couplingの・
dissociationと同じカテゴリーに属するかどうかについて
はsingle　twitch飾erについての検討によらなければな
らない．
3・3Modi蝕d　Mediu血199下の残生筋のmechan畳cal．
　　responseについて
　つぎに，カエルの器官培養液として知られているmodi一
丘ed　Medium　1993）下に残生させたwhole　sartorius
muscleのmechanical　responseの経時的変化について
検討した．
　Modi丘ed　Medium　199下に残生させた標本のtwitch．
K拘縮ならびに。誼eine拘縮のpeak　tensionは，残生
48時間後にcontro1のそれらのそれぞれ53．5駕，719％『
および62．4傷であった．残生6日後にはtwitchは，すで
に消失していたが，K拘縮ならびに。誼eine拘縮は，
controlのそれらのそれぞれ33．1％および40．5弩の・
tension発生が認められ，18日後にはK拘縮および’
ca旋ine拘縮は，　controlのそれらのそれぞれ28．1％お
よび28．2傷に抑制されていた（Figs．11　and　12）．
　以上のようにwhole　sartorius　muscleはmQdi五ed
Medi m　199下において，前述の正常Ringer液および．
抗生剤添加Ringer液に比較して明らかに長時間にわた
り残生することが示された．また，twitchが消失した時
点でもca丘eine拘縮は，なおかなりのtensionを発生し
たことは，modi五ed　Medium　199下においても発現は遅．
れるが結局E－Ccouplingのdissociationが起こるこ
とを示唆すると思われる．
　Medium　199は，必須アミノ酸の他，多くの栄養素を含．
み，体液にかなり近い合成培養液であることが一般に認め
られている．この点を考慮すると，modi丘ed　Medium　199
下に残生させた標本の代謝は，Ringer液下のそれに比較
してかなり良好な状態に保たれているものと考えられる．
従って，Ringer液下に残生させたwhole　sartorius
皿uscleにおいて起こるC－E　couplingのdissociation
は，残生筋のmetabolic　changeによってもたらされる
可能性が示唆される．またこのことは，Ringer液下の残
生筋におけるE－Ccouplingのdissociationの発現が浴
液の温度に依存するという事実に基づいて，残生筋におけ
るE－Ccouplingのdissociationは，残生筋における
metabolic　changeによるであろうというKiku－iri1）の
見解を支持すると思われる．
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：Fig．11　Changes　of　potassium　contracture　in
　　whole　sartorius　muscle　at　various　time　after
　　imlnersion　in　modi且ed　Medium　199．　Potas－
　　sium　contractures　were　induced　by　190
　　mMK＋．
　　A：control　contracture　which　was　recorded
　　lhour　after　immersion　in　modi丘ed　Medium
　　199．　B－D：contractures　recorded　2　days（B），
　　6days（C）a且d　18　days（D）after　immersion
　　in　modi丘ed　Medium　199．
4要　　約
　カエルのwhole　sartorius　muscleを一定温度（20±
1。C）下で正常Ringer液，抗生剤添加Ringer液および
．modi飴d　Medium　199下にそれぞれ残生させ，それらの
mechanica1ならびにelectrical　responseを経時的に検
討し，以下の成績を得た．
4・1正常Ringer三下の残生筋におけるtwitchおよび
K拘縮のpeak　tensionは，残生12時間後にcontrolの
それらのそれぞれ約55傷ならびに約67％に抑制され，残
生16時間後には両者のpeak　tensionは，いずれもcon－
trolの10％以下に抑制された．一方。誼eine拘縮の
peak　tensionは，残生12時間後ではcontrolのpeak
tensiQnと比較してほとんど変化が認められなかった．し
かし，その後急速に抑制され，残生16時間後にはcontro1
の約20弩のtensionのみより発生しなかった．この時，
標本は白濁し，granular状を呈する飾erが認められ，
また，残生寵幸に細菌の増殖を認めた，
4・2抗生剤添加Ringer液下の残生筋において，　twitch
は残生24時間後まで経時的に抑制されcontro1のそれの
約10弩以下にまで抑制された．一方K拘縮のpeak　ten一
A
B
5
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Fig．12　Changes　of　c誼eine　coなtrac亡ure　in
　　whole　sartorius　muscle　at　various　time　after
　　immersion　in　modi丘ed　Medium　199．　Caffeine
　　contractures　were　induced　by　7　mM　ca旺eine．
　　A：contracture　which　was　recorded　l　hour
　　after　immersion　in　modi五ed　Mediun1199．
　　B－D＝contractures　recorded　2　days（B），6days
　　（C）and　18　days（D）after　immersion　in
　　mQdi丘ed　Medium　199．
sionの抑制のtime　courseは，残生36時間後までの比
較的抑制の程度が軽度な相と，これに引き続く抑制が比較
的速やかに進行する相との2相が認められた．またcaf－
feine拘縮のpeak　tensionは，残生24時間後までは
ntro1のそれとほとんど変化が認められなかったが，残
生48時間後にはcontrolのそれの約23％にまで抑制さ
れた．
4・3抗生剤添加Ringer三下に24時間残生させた筋に
おけるrestingおよびaction　potentialは，　controlの
それらとほぼ同様であった．残生48時間後ではresting
potentia1には変化がなかったが，　action　pQtentialの
overshootは認められなかった，
4・4Modi丘ed　Medium　199下の残生筋において6日後
にtwitchは消失したが，残生18日後においてもK：拘縮
および。雌eine拘縮は認められた．
　以上の成績にもとづいて残生筋におけるmechanical
responseの抑制の機序に関して考察した．
47（6）　　　　　　　山内・太田　カエル．Whole　Sartorius　Muscleの残生について　　　　　　　　591
　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献
1．Kiku－iri，　T．：r）issociatiQn　of　electrical　and　me－
　　　chanical　activity　in　the　frQg’s　sciatic－sartorius
　　　muscle　preparation．caused　by　prolonged　immer．
　　　sion　in　Ringer　solution、　Jap．　J．　Physio1．12，654－
　　　663　（1962）．．
2．Koaska，1．，　Oota，1．，　Suzuki，　T．　and　Nagai，　T．．：
　　　Time－and　Na－dependent　effects　of　Ca　depletion
　　　on　potasslum　contracture　in　frog　twitch　mus．cle
　　　丘ber．　Jap．　J．　Physiol　27，511－524（1977）．
3．
4．
5。
Harris，　A．　J．　and　Miledi，　R．：Prolongated　sur－
vival　of　isolated　frog　muscle　and　its　sensitivity
to　acetylcholine．　Nature　（Lond．）　209，　716－717
（1966）．
Harris， A．　J．　and　Miledi，　R．：Astudy　of　frog
muscle　maintained　in　organ　culture．　J．　Physio1．
221，207－226　（1972）．
M ledi，　R．：The　acetylcholine．sensitivity　of
rog muscle　fibres　after　co皿plete　or　partial
denervation．　J，　Physiol．151，1－23（1960）．
